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■研究概要

皮膚に水疱（水ぶくれ）が多数生じる疾患を総称して、水疱症とい

う。遺伝子の異常で起こる「先天性（生まれつき）」のものと、生まれ

た後から免疫反応の異常等により起こる「後天性」のものがある。

 これまで先天性水疱症の研究を行ってきており、１つの遺伝子の

変異で生じることが明らかとなってきている。後天性のものと違って

遺伝子が原因なので、現在の治療は対症療法が中心で、根本的な

治療方法が無いのが現状である。

 我々はこの先天性の水疱症に対して、根本的な治療方法（遺伝子

治療）を開発しよう研究を進めてきている。

■応用展開・共同研究テーマ例

・先天性水疱症の対症療法に有効な薬剤の開発研究

・先天性水疱症の遺伝子治療に関する研究
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■関連文献・特許
・Pediatr Int. 2013 Apr;55(2):234-7.
・Eur J Dermatol. 2013 Apr 1;23(2):267-9.
・Mecical Note

https://medicalnote.jp/contents/160509-005-TA

研究シーズ

－ 先天性水泡症の遺伝子治療を目指して －

■研究者からのお願い（ニーズ）

・上記の研究テーマに関心があり、基礎的な段階から一緒に共同

研究してくれるパートナー募集

水疱症の分類 水疱症の原因となる蛋白質

出典： Medical Note （許可を得て掲載）  
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